
令和　7　年度
豊田市立豊南中学校育友会

臨　時　総　会　要　項



議案 内容 ページ
第１号議案 育友会会則の改訂について

３　選出方法
　・次年度２・３年生保護者の正会員を全員豊南中に集まってもらい、一度に選出する
　・育友会会則の改定案が可決されたら、１２月６日（土）に、選出会を開催予定

令和７年度　豊南中学校育友会会長　小林　新吾　　　

〇改正案の概要等

１　現状（令和７年１０月１日現在）
　・選出候補者…令和８年度２・３年生保護者の正会員　３２名
　　現１・２年生　　　　　　３１名
　　現３年生で兄弟あり　　　４名
　　来年度賛助会員希望　　３名
　　　３１＋４－３＝３２名
　　※地区ごとの役員及び委員の選出は不可能

総　会　次　第　（　目　次　）

１〜５
豊田市立豊南中学校育友会会則　※変更部分︓赤字

２　役員数の見直しとの主な役割
　　〇会長（１名）　　　　　　　・育友会の統括・育友会総会の集約・役員会の資料作成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・令和８年度卒業式と令和９年度入学式の来賓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※挨拶はパスしても可
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・学校運営委員会（年２回）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・コミュニティスクール連絡会議（年２回）
　　〇副会長（１名以上）　　・役員会の司会進行・会長の補佐、代理
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・青少年育成部会（毎月）
　　〇執行委員（２名以上）　・育友会だより作成（会長・副会長も作成）・役員会参加
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・市P連理事会（年１回）
　　〇会計（校務主任）　　　　・会計業務
　　〇書記（教頭）　　　　　　　・資料準備・会議録
　　〇会計監査（２名）　　　　・年度末に会計監査（役員会は参加しない）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※うち１名は教務主任でも可
　　〇顧問（校長）

　　●常任委員は廃止　　　　・地区での選出は必要ない
　　　※草刈等のボランティア活動は、今後は保護者全体から募る



第　１　章　　名　称　と　事　務　所
この会は豊田市立豊南中学校育友会と称し、事務所を豊南中学校内におく。

第　２　章　　目　的　と　活　動
この会は父母と教員が協力して、学校と家庭と社会における生徒の幸福な成長を
図ることを目的とする。
この会は前条の目的をとげるために次の活動をする。
１　よい父母、よい教員になるよう努める。
２　家庭と学校との緊密な連絡によって、生徒の活動を支援する。
３　生徒の生活環境をよくする。
４　公教育費を充実することに努める。

第　３　章　　方　針
この会は教育の本旨とする民主団体として、次の方針に従って活動する。
１　生徒の教育ならびに福祉のために活動する他の団体、および機関と協力する。
２　特定の政党や宗教にかたよることなく、また、もっぱら営利を目的とする
　　ような行為はしない。
３　この会、またはこの会の役員の名で、公私の選挙の候補者を推薦しない。

第　４　章　　会　員
この会の会員になることができる者は次のとおりである。
１　豊南中学校に在籍する生徒の父母またはこれに代わる者。
２　豊南中学校の校長および教職員。
会員はすべて平等の義務と権利を有する。

第　５　章　　経　費
この会の活動に要する経費は、会費、寄付金および、その他収入によって支弁する。
会費は月額２５０円とする。
会費は前期(４月) 後期(１０月) 各1,500円の徴収とする。ただし、入退会
については、月割にて還付および徴収する。
この会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年の３月３１日終わる。

第　６　章　　役　員
１　この会の役員は次のとおりである。

会長 　１名
副会長 若干名
書記 1名
会計 1名
執行委員 若干名

２　必要に応じて特別役員をおくことができる。
役員は定期総会で選出する。

第　１０　条

第　１１　条

第　５　条

第　６　条

第　７　条
第　８　条

第　９　条

豊田市立豊南中学校育友会会則

第　１　条

第　２　条

第　３　条

第　４　条
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役員の任期は１年とする。ただし、再選をさまたげない。特別役員の任期は必要に
応じた任期とする。
１　会長は総会および運営委員会を招集し、会議の議長となる。
(１)総会および運営委員会を招集し、会議の議長となる。
(２)他の役員および校長の意見を聞いて、常任委員会の正副委員長を委嘱する。
(３)運営委員会の承認を得て、臨時委員会の正副委員長を委嘱する。
２　会長はすべての集会に出席して意見を述べることができる。
副会長は会長を補佐し、会長に事故があったときは、その職務を代行する。
書記は総会および運営委員会の議事ならびにこの会の重要事項を記録保管し、
集会について通知する。
会計はこの会の一切の会計事務を処理し、定期総会において会計監査を経た決算
報告をする。
執行委員は各委員会を構成し、本会の運営推進にあたる。

第　７　章　　会　計　監　査　委　員
この会の経理を監査するために２名の非常任監査委員をおく。
会計監査委員は定期総会で選出する。
会計監査委員はその年度の会計を監査し、定期総会に年度決算の会計報告をする。
会計監査委員の任期は１年とする。

第　８　章　　役員および会計監査委員の候補者推薦委員会
役員および会計監査委員を推薦するときは、役員および会計監査委員候補者
推薦委員会（ 以下、推薦委員会という ）　をおく。
推薦委員会の委員の数と選出方法は細則で定める。
推薦委員会の委員は、その任期を終了したときに解任される。

第　９　章　　総　会
総会は全会員をもって構成され、この会の最高議決機関である。
総会は定期総会および臨時総会とする。
定期総会は４月に開催する。臨時総会は、運営委員会が必要と認めたとき、
また会員の１０分の１以上の要求があったときに開催する。
必要に応じ、書面審議とすることができる。
総会は、会員の５分の１以上が出席しなければ、その議事を開き議決することが
できない。又、議事は出席者の過半数で決定する。
書面審議による総会の場合には、議事は会員の過半数で決定する。棄権は
賛成に含めることとする。

第　１０　章　　学　校　委　員　会
第　２８　条 学校委員会は運営委員会、常任委員会の委員、および臨時委員会のある場合は

その委員をもって構成し、総会に準ずる決議機関とする。
第　２９　条 学校委員会は各委員の連絡およびその他必要な事項を審議し、調整する。
第　３０　条 学校委員会は、委員の３分の１以上が出席し、出席者の３分の２以上の賛成を

得なければ議決することができない。

第　２５　条
第　２６　条

第　２７　条

第　２０　条
第　２１　条

第　２２　条

第　２３　条
第　２４　条

第　１５　条

第　１６　条

第　１７　条

第　１８　条
第　１９　条

第　１２　条

第　１３　条

第　１４　条
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第　１０　章　　運　営　委　員　会
運営委員会は役員、常任委員会、校長、臨時委員会がある場合はその正副委員
長をもって構成する。
運営委員会は、この会を運営するための必要な事項を協議し、総会に提出する議案
を選出する。
運営委員会は、委員の２分の１以上が出席し、出席者の過半数の賛成を得なけれ
ば議決することができない。

第　１２　章　　常任委員会および臨時委員会
第　３４　条 常任委員会は各地区委員、教員で構成し、この会の活動に必要な事項について

調査研究立案する。
第　３５　条 常任委員会のその任務は次のとおりとする。

　○広報活動をとおして会員相互に学校および育友会活動の理解と啓発に努める。
　○生徒の文化活動を助成し、会員相互の交流と親睦を深め、会員の文化的
    資質の向上に努める。
　○生徒の家庭生活、社会生活の助成、ならびに生徒の自主的集団活動の
     活性化に努める。

第　３６　条 特別な事項について必要があるときは、臨時委員会を設けることができる。
第　３７　条 臨時委員会は、その任務を終えるとともに解散する。
第　３８　条 常任委員会は、地区会員の推薦に基づいて会長が委嘱する。
第　３９　条 臨時委員会の委員は、運営委員会の推薦に基づいて会長が委嘱する。
第　４０　条 校長は、学校管理ならびに教育上、常任委員会または臨時委員会に出席して

意見を述べることができる。

第　１１　章　　細　則
１　この会の運営に関し必要な事項は、この会則に反しない限りにおいて運営
　　委員会の議決を経て決める。
２　運営委員会の細則を制定または改廃した場合は、その結果を次期総会に報告

しなければならない。

第　１２　章　　改　正　お　よ　び　実　施
この会則は、機会において出席者の３分の２以上の賛成がなければ改正すること
ができない。
この会則は、昭和３６年４月２１日より実施する。

第　１３　章　　慶　弔　規　定
生徒および保護者が死亡した場合は、代表者が会葬し、生徒の場合は10，000
円、父母の場合は5，000円の香料と生花一基を送ることを原則とするが、その
都度協議して決定する場合もある。
その他、慶弔の必要があると認めた場合は、役員会において適切な方法を協議し
て決める。

第　３5　条

第　３０　条

第　３１　条

第　３２　条

第　３３　条

第　３４　条

第　２８　条

第　２９　条
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第　１４　章　　個　人　情　報　取　扱　規　定
本会の事業において必要とされる個人情報の取得、利用、提供および管理について
は、「豊南中学校 育友会・後援会個人情報取扱細則」に定め、適正に運用する。

第　１５　章　　役職手当
本会の役職手当について、次のように定める。
支給金額︓役員、育友会会費１年分、常任員育友会会費半年分
支給基準︓各役職の職責を果たしたとみなされるものに支給する。
支給判断︓常任委員については役員、役員については会長が年度末に判断する。
辞退可否︓役員は・常任委員とも、自身の手当の受給を辞退できる。

付　　　　則
昭和４４年４月１７日一部改正 （ 第８条　会費５０円を１００円とする ）
昭和４６年４月２７日一部改正 （ 第１０条　副会長２名を３名とする ）
昭和４９年４月２６日一部改正 （ 第８条　会費１００円を１５０円とする ）
昭和５０年４月２５日一部改正 （ 第１０条　副会長３名を若干名とする ）

（ 第１０章以降改正　＜第１０章　第２７項〜２９条、
　第１２章　第３４条〜３９条新設＞
※旧第１１章　第３０条、３１条改廃 ）

昭和５６年４月２８日一部改正 （ 第８条　会費１５０円を２５０円とする ）
平成　２年４月２８日一部改正 （ 第３４条　一部改正、成人教育委員会を広報委員会、

　補導委員会を育成委員会、進路対策委員会を進路研修
　委員会とする ）　

平成　５年４月２４日一部改正 （ 第３０条　１年、２年の学年学級PTAの正副委員長をいれる ）
平成１０年４月１８日一部改正 （ 第３０条　１年、２年の学年学級PTAを、学年学級PTAとする ）

（ 第３４条　進路研修委員会を削除、５委員会を４委員会とする ）
（ 第１３章　第４０条　学年学級ＰＴＡを新設する ）
（ 第１３、１４章を、第１４、１５章と、また第４０条〜４２条を
　、第４１条〜４３条と名称変更する ）

平成１４年４月２０日一部改正 （ 第１３条　「 ２　会長はすべての会に出席して意見を述べることが
　できる 」を追加 ）
（ 第３４条　育成委員会を育成安全委員会と改める。以下、関連
　する場所はすべて育成安全委員会とする ）

平成１６年４月１７日一部改正 （ 第８条　会費は前期 (４月)、後期(１０期) 各1,500円の徴収
　とする ）
（ 第１０条　特別役員１名を追加する ）

平成１７年４月１６日一部改正 （ 第１０条　特別役員は 「 必要に応じておくことができる 」とする ）
（ 第１２条　特別役員の任期を 「 必要に応じた任期 」とする ）
（ 第３０条　運営委員会から学年・学級ＰＴＡの正副委員長を
　はずす ）
（ 第１４章　第４０条を改廃する ）
（ 第１４章　第４１条を、第１３　第４０条とし、第１５章を、
　第１４章とする ）

第　３6　条

第　３7　条
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平成２２年４月１７日一部改正 ◇以下会則の改定運用は平成２３年度より運用する。
（ 第１０条　「 役員に執行委員　若干名 」　追加 ）
（ 第１７条　「 執行委員は各委員会を構成し、本会の運営推進
　にあたる 」を追加
   第１７条追加に伴い以降条項番号を繰り下げる。 ）
（ 第１８条　会計監査委員を非常任とする。 ）

平成２５年４月２０日一部改正 （ 第３５条　文化委員会を文化・バザー委員会とする。 ）
平成３０年１月３０日一部改正 （第３条②　文中の歩道を支援に変更）
平成３０年１月３０日一部加筆 （第１５章　第44条、第45条の慶弔規定を加筆）
令和　３年４月１０日一部改正 （第５条、４条との重複表記を削除）

（第２６条、書面審議総会を追加）
（第２７条、書面式総会の場合の、議決数を追記）
（第３５条、保健体育委員会を削除）

令和　３年１０月２日一部改正 （バザーを廃止。委員の負荷平衡をはかるため委員会の枠を撤廃。
　第３５条、広報、文化・バザー、育成安全委員会を削除）

令和　４年４月　7日一部改正 （第１２章、常置委員会と常任委員会の混同表記を常任委員会
　に統一）

令和　５年４月　8日一部改正 （第５章　第8条の一部改正　転入出を入退会に変更）
令和　５年４月　8日一部加筆 （第１６章　第46条の個人情報取扱規定を加筆）

令和　６年４月　６日一部加筆 （第１７章　第４７条の役職手当の規定を加筆）
令和　７年４月　５日一部加筆 （第６章　第１３条（２）、（３）から副委員長を削除）

（第１７章　第４７条の役職手当の規定を修正）
令和　７年１０月１３日一部改正 （第６章　第１３条　１「次の職務を行う」を「総会および運営委員会

　を招集し、会議の議長となる」とする）
（第６章　第１３条　１を修正）
（旧第１０、１２章を改廃）
（旧第１０、１２章の改廃より、旧第１１章第３１条以下繰り上げ）
（第１4章　第３６条「後援会」を削除）
（第１５章　第３７条の常任委員についての表記を削除）
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